
 

市
議
会
の
代
表 

質
問
は
、
平
成
２６
年 

度
か
ら
行
わ
れ
る
よ 

う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
日
本
共 

産
党
議
員
は
１
名
の 

た
め
「
会
派
」
と
は
見 

な
さ
れ
ず
、
代
表
質 

問
は
で
き
ま
せ
ん
で 

し
た
。 

昨
年
４
月
の
市
議 

会
議
員
選
挙
で
２
名 

と
な
り
、
今
回
初
め 

て
代
表
質
問
の
機
会 

を
得
ま
し
た
。 

高
橋
美
博
が
、
市 

政
の
主
な
課
題
に
つ 

い
て
市
長
に
質
問
し 

ま
し
た 

一
般
会
計
補
正
予
算 

２
億
７
１
０
０
万
円
追
加
し
、

総
額
３
２
９
億
８
３
０
０
万
円

に
な
り
ま
し
た
。 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
寄
付
金
、
退

職
手
当
基
金
か
ら
の
繰
入
金
、
体

育
館
整
備
事
業
に
充
て
る
合
併

特
例
債
で
す
。 

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。 

人
件
費
の
増
額
（
２
億
１
５
０
０

万
円
余
） 

退
職
者
増
に
よ
る
退

職
手
当
金
の
増
及
び
人
事
院
勧

告
に
準
じ
る
職
員
等
の
給
与
・
手

当
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。 

防
風
林
の
枯
損
木
伐
採
（
１
０
０

０
万
円
余
） 

今
年
度
急
激
に
枯

れ
た
２
線
堤
、
３
線
堤
の
松
を
伐

採
す
る
も
の
で
す
。 

ア
ス
ベ
ス
ト
処
分
負
担
金
（
３
５

０
０
万
円
） 

市
総
合
体
育
館
建

設
工
事
に
先
だ
ち
旧
パ
イ
オ
ニ 

 

「
改
憲
」
等
へ
の
見
解
は 

問 

安
倍
首
相
は
「
憲
法
９
条
１

項
、
２
項
を
残
し
つ
つ
、
自
衛

隊
を
明
文
で
書
き
込
む
憲
法
を

２
０
２
０
年
に
施
行
し
た
い
」

と
表
明
、
来
年
の
通
常
国
会
で

の
発
議
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

の
憲
法
改
正
論
議
へ
の
市
長
の

見
解
は
ど
う
か
。 

答 

自
衛
隊
の
明
記
や
緊
急
事
態

対
応
に
つ
い
て
は
、「
日
本
国
憲

法
の
下
で
、
平
和
国
家
と
し
て

の
道
を
た
ど
る
べ
き
で
あ
る
」

と
の
思
い
は
変

わ
ら
な
い
。
国

民
に
解
り
や
す

い
議
論
が
国
会

で
行
わ
れ
る
べ 

ア
体
育
館
の
解
体
工
事
を
行
う
予

定
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
外
壁

の
仕
上
げ
塗
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、

そ
の
処
分
の
費
用
が
掛
か
る
た
め

で
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

条
例
制
定 

平
成
３０
年
４
月
か
ら
各
公
民

館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

移
行
す
る
た
め
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
名

称
や
位
置
、
設 

置
目
的
や
管
理
、
使

用
料
な
ど
を
定
め

る
た
め
の
条
例
で

す
。 

 

国
保
の
支
払
準
備
基
金 

条
例
の
一
部
改
正 

平
成
３０
年
度
か
ら
国
保
運
営 

  

き
で
あ
り
、
そ
の
議
論
を
踏
ま 

え
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が 

得
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え 

る
。 

問 

安
倍
首
相
は
総
選
挙
で
２
０

１
９
年
１０
月
か
ら
消
費
税
率

１０
％
へ
の
増
税
を
宣
言
し
た
。

市
長
の
増
税
へ
の
見
解
は
ど
う

か
。 

答 
地
方
自
治
体
が
、
将
来
に
わ 

た
り
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス 

を
住
民
に
提
供
し
て
い
く
た
め 

に
は
、
財
源
の
安
定
的
確
保
が 

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
の 

社
会
保
障
費
の
財
源
と
な
る
消 

費
税
の
増
税
は
、
避
け
て
は
通 

れ
な
い
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

（
裏
面
に
続
く
） 

 
が
県
単
位
に
移
行
し
、
保
険
給
付 

費
な
ど
は
県
か
ら
全
額
交
付
さ
れ 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

基
金
の
名
称
や
設
置
の
目
的
な
ど

に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

 手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

 

証
明
書
自
動
交
付
機
の
手
数
料 

は
、
使
用
促
進
や
周
知
を
目
的
に
、 

平
成
２７
年
度
か
ら
一
律
１
０
０ 

円
の
値
下
げ
を
実
施
し
て
き
ま
し 

た
。
所
期
の
目
的
を
果
た
し
こ
と 

か
ら
、
平
成
３０
年
４
月
か
ら
元
の 

金
額
に
戻
し
ま
す
。 

 

議
員
・
特
別
職
の 

期
末
手
当
の
改
正 

 

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
議
員

の
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数
を

０
・
０
５
月
分
引
上
げ
、
３
・
５
０

月
と
し
ま
す
。 

 

特
別
職
の
期
末
手
当
は
年
間
支

給
月
数
を
０
・
１
０
月
引
上
げ
、

４
・
４
０
月
と
し
ま
す
。 

 

職
員
の
給
料
月
額
及
び 

期
末
勤
勉
手
当
の
改
定 

 

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
一
般

職
の
期
末
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給

月
数
を
０
・
１
０
月
分
引
上
げ
、

４
・
４
０
月
と
し
ま
す
。 

 

民
間
給
与
と
の
較
差
を
埋
め
る 

た
め
、
給
与
表
の
水
準
を
平
均
０
・ 

２
％
引
き
上
げ
ま
す
。 

 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦 

 

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期
人
権

擁
護
委
員
に
、
次
の
２
名
の
推
薦

に
同
意
し
ま
し
た
。 

田
中
知
子
氏 

（
久
能
） 

再
任 

安
間
佐
江
子
氏
（
西
ヶ
崎
） 

新
任 

任
期
は
平
成
３０
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。 

 陳
情
を
採
択 

袋
井
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
聴

覚
障
害
部
、
袋
井
市
手
話
通
訳
団

か
ら
市
議
会
に
要
望
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。 

内
容
は
、
袋
井
市
で
も
手
話
言

語
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
、
全
国

手
話
言
語
市
区
長
会
へ
の
加
入
を

求
め
る
も
の
で
す
。 

審
査
結
果
は
「
採
択
」
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
市
長
の

全
国
手
話
言
語
市
区

長
会
へ
の
加
入
は
市

長
の
判
断
に
ゆ
だ
ね

る
と
の
こ
と
で
す
。 

 日
本
共
産
党
市
議
団
提
出 

意
見
書
（
案
）
廃
案
に 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、「
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
・
核
兵
器
開
発
に

抗
議
し
、
政
府
に
毅
然
と
し
た
平

和
的
・
外
交
的
対
応
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）」
と
「
被
爆
者
に
寄
り

添
い
、
被
爆
国
の
政
府
と
し
て
核

兵
器
廃
絶
に
積
極
的
な
取
り
組
み

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」
を
提
出

し
ま
し
た
。 

  

会
派
代
表
者
会
議
で
、
意
見
書

の
取
り
扱
い
を
協
議
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
両
意
見
書
（
案
）

と
も
「
自
民
公
明
ク
ラ
ブ
」「
新
生

ふ
く
ろ
い
」
の
賛
成
が
得
ら
れ
ず

廃
案
と
な
り
ま
し
た
。 

 

政
府
と
主
張
が
異
な
る
と
い
う

の
が
反
対
の
理
由
で
す
。
し
か
し
、 

本
来
地
方
議
会
と
い
う
の
は
、
政

府
の
言
い
な
り
で
は
な
く
、
住
民

の
意
見
や
思
い
に
沿
っ
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 
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市議会 11 月定例会が１１月２８日から１２月２１日まで開か

れました。市長提出１８議案（報告5議案を含む）の審査を行い最

終日に採決、いずれも可決・同意となりました。 

また、陳情された「手話言語条例の制定に関する要望書」を『採

択』としました。 

  平和とくらしを守るため、頑張ります。 

          本年もよろしくお願いいたします。 

日本共産党袋井市議団 

      

 

2017 年１１月議会 


